
眼科で行われる近視の対処法

近視は子どもの時ほど速く進む可能性があります。早い段階からできるだけ近視
が強くなるのを避けることで、将来の見え方を守り、目の病気になる可能性を
低下させることが治療の目的です。

近視進行抑制治療は近視の進行を抑制するものであり、進行が完全に止まるわけで
はありません。近視進行抑制治療は近視を改善するものではないため、近視の程度
に応じて眼鏡やコンタクトでの視力矯正が必要になる可能性があります。

※外遊びをするときは、紫外線対策、水分補給などに気を付け
ましょう。明るすぎるときは木陰で過ごしましょう。

近いところを見る時間が長いと、近視になりやすいことがわかっています。
姿勢を良くして、部屋を明るくすることも心がけましょう。

近視の進行を抑える治療の目的

近くを見続けないようにしましょう

屋外で過ごす時間を増やしましょう
外遊びは近視だけでなく、脳、心、体の
発達によいとされています。

適切な矯正ができないと視力の発達、学習、お友達や周囲との関係・身体活動にも
影響するとされています。お子さんの状態に合った視力矯正は、とても大切です。

近視進行予防の生活指導 メガネ・コンタクトレンズによる矯正
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